ない ので ある。 

つまり だます もの だけで は 戦争 は 起らない。 だます 

ものと だまされる ものと がそろ わなければ 戦争 は 起ら 

ない という ことになると、 戦争の 責任 もまた (たとえ 

軽重の 差 は あるに しても) 当然 両方に ある ものと 考え 

る ほか はない ので ある。 

そして だまされた ものの 罪 は、 ただ 単に だまされた 

という 事実 そのものの 中に あるので はなく、 あんなに 

も 造作なく だまされる ほど 批判力 を 失い、 思考力 を 失 

い、 信念 を 失い、 家畜 的な 盲従に 自己の 一 切 を ゆだね 

るよう にな つてし まつ ていた 国民 全体の 文化的 無気力、 



る。 しかし、 そんな ことが いまさら 何の 弁明に なろう _ 

戦争が 始まって からのち の 私 は、 ただ 自国の 勝つ こと 

以外 は 何も 望まなかった。 そのために は 何事で もした 

いと 思った。 国が 敗れる こと は 同時に 自分 も 自分の 家 

族 も 死に絶える こと だと かたく 思い こんでいた。 親友 

たち も、 親戚 も、 隣人 も、 そして 多くの 貧しい 同胞た 

ち もす ベて 一緒に 死ぬ る こと だと 信じて いた。 この 馬 

鹿 正直 を わらう 人 はわら うが い い。 

このような 私が、 ただ 偶然の なりゆきから 一 本の 戦 

争 映画 も 作らなかった という だけの 理由で、 どうして 

人 を 裁く 厠に まわる 権利が あろう。 



しかし、 これ も 今と なって は 騒ぐ ほうが やぼで ある 

かもしれ ない。 最初の ボタン を かけちがえたら 最後の 

ボタンまで 狂う の はやむ を 得な いこと だからで ある。 

要するに、 この こと は 私に とって 一 つの 有益な 教訓 

であった。 元来 私 は 一個の 芸術家と して はいかなる 団 

体に も 所属し な いこと を 理想と している ものである。 

(生活 を 維持す るた めの 所属 や、 生活 権 擁護の ための 

組合 は 別で ある)。 

それが 自分の 意志の 弱さから、 つい、 うつかり 禁制 

を 破って はいつ も 後悔す る 羽目に 陥って いる。 今度の 

こと も そのく り 返しの 一 つに すぎない わけで あるが、 



し、 その都度、 いちいち 正確に 連絡 をと つて 意志 を 疎 

通 するとい うこと はとうて い 望み 得ない ことが 明らか 

ですから、 この 際、 あらためて 集団から 小生の 名前 を 

除いてく ださる こと をお 願いいた したいの です。 

なにぶん にも 小生 は、 ほとんど 日夜 静臥 中の 病人で 

ぁリ、 第一線 的な 運動に 名前 を 連ねる こと 自体が すで 

にこつ けいな ことなの です。 また、 療養の 目的から も 

遠い ことなの です。 

では、 除名の 件 はたし かにお 願い 申しました。 草々 

頓首」 (四月 二十 八日) 

(『映画 春秋』 創刊号 • 昭和 一 一十 一 年 八月) 
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